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発刊 にあた って
環境リモ ー トセンシング研究センタ ー (CEReS)共同研究会r衛星画像デ
ー タに対する大気
補正=周辺効果 の評価+は ､ 200 年 1 月 28 Elに､ 千葉大学けやき会館2階の 第3会謙圭で開
催された｡ 本報告暮は研究会で発表された計演に つ いて ､ その内容をまとめたものである｡
本研究会は､ 次の ような趣旨のもとに行われた:
｢衛星画像デ ー タの 大気効果補正手法の研究に関心を持つ 研究者がそれぞれの 研究成果を
発表し､ 封姐する堵を持つ ことは定Jt的リモ ー トセンシングの進展にとっ て非 矧 こ善事なことと考
え. 本研究会の開催を捷案する｡ 術星画像デ ー タに含まれる大気効果の除去は､ 定丘的なリモ
ー トセンシンクを実現するために不可欠な処理と音える｡ 衛星センサが観測する光の成分は 3
っ 成分に分けることが可能である｡ すなわち､ タ ー ゲットによる反射光(直拝光成分), タ
ー ゲット
以外の周辺領 域からの 反射光(周功兎成分)､ 地表とは作用しない 大気のみ による散乱光成分
である｡ このうち上席辺光成分による大気の潜み効東は周辺効果と呼ばれて おり. 大気効果全
鰍 こおけるその寄与率はタ ー ゲットの 反射率と周辺領域の 反射率の壁間的配置により変化する
ため､ その走i 的な評価は簡単で はない ｡ この周辺効果の寄与率を正確に評価することにより､
衛星リモ ー トセンシング･デ ー タの 定生的大気効果補正は実現できると考える｡+
従来､ o E RoS で行ってきた大気補正の 研究会のテ - マと比 ぺ 今回のテ ー マ は大気補正の
周辺効果という焦点をしぼったもの であった ｡ その ため ､ 参加研究者の 数は限られたが . 可視 ･
近赤外の衛星デ ー タに関する大気補正 手法 について ､ 熱心な雄曲が行われた｡
遠方から研 究会 に参加して下さった辞演者の皆様や､ 準備 ..運営に携わってくれた方々 に感
謝したい ｡
研究会代表者 川田 剛之 (金沢 工業大学環境情報総合研究所)
研究会事務局 久世宏明 ､ 竹内 延夫 (千集大学c E Ro S)
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本研 究 会 は 19 97 年 度 に r衆 境 リ モ ー トセ ン シ ン グに お け る 大 気 と 大 気 補正
(199 7.8.26)+ と して第1 回目が開催され てか ら腐 年開催されており , 今回 は国内のもの で
は第 3 回目 ､ 国際 シ ン ポ ジウ ム を含めて 第4回目 で ある｡ こ の間 ､ 国際シン ポ ジウム
(｢In七e matio nal Sy m po 8iu m 噂 AtJnO 8PhB*c qo押野境野 g転軸七姐i中 瀬 地 坪血 It8
Ap plic atio nto G坤al1.革n吻｡将l叫+ が 卿 隼1′三月 21廃 刊 &i､癖字潤 甲㌻;r 噸 博
星デ ー タの 大気補正 の 現状と間借点+ が1999年 1月 29日に開催されて い る｡
衛星デ ー タ の大気繍正 ほ対象物 である地表 面の 現象と検出韓 の存在す る大気圏外との 間
に存在する大気 に よ っ て引き起こされる影響を取り除い て , 衛星デ ー タ の 借頼性 を高める
作業である｡ こ れ に は
1) 大寛中の 気体や粉塵 の吸収 ･ 散乱による借号光の 消散(減衰)だけでなく ､
2) 大気で散乱され た光が見か け上の信号となる光路輝度bath r adia nc e)成分 の 寄与､
8) 測定対象でなく ,周辺 の反射光が入り込む歩み効果(周辺 光効果)
が ある｡ 特に ､ 水蒸気と エ ア ロ ゾル による効果はそ の浪度分布が時々 刻々 変化するの で,樵
測する ことが難 し
■
い o したがっ て , 大気補正 を効果的に行うには エ ア ロ ゾル が水蒸気 の 特
性 を把握す る研 究に本格的に取り組むこ とが ､ 衛星デ ー タの 解析の 借頼性を向上するため
に重要で ある｡ ま た, こ の研究は 当セ ン タ
ー の他の グル ー プ - の貢献度が大き い ばかりで
なく ､ メ カ ニ ズム の 研究自身が大気 の リモ ー トセ ン シ ン グともな っ て い る｡
上記の過程に寄与す るメ カ ニ ズム をさらに辞 しく見ると､
(1)光路輝度に加わる成分､ (2)入射光の角度依存性 ､ (8)･ 対象の 光学特性 ､ (4)地上の対象物
の 特性の 検討などがある. 具体的には ､ (1)には 単散乱と多重散乱 の 区別 ､ (2)に は太陽角度､
セ ン サと測定対象 どの 位置関係 ､(3)には位相関数bha s efun ctio n)や 2方向性反射四RI)F､
(4)に は周辺光効果(渉 み効果)､ 水蒸気 ･ エ ア ロ ゾル の高度分布など多数の 問題点が存在する｡
こ れ らを考慮 した コ ン ピ ュ ー タ ･ ソ フ トウ ェ ア には 大気補正 に特化 した 6 S(Se co nd
Sim ulatio n of s atellite 畠ignal in the s ola r 8Pe Ctru m)と 大 気 放 射
一 般 を 扱 っ た
M O DT R A N(M O I)C r ate r e sohtio nT R A Ns missio n c ode)が ある｡ これ らの ソフ トウ ェ アの
使用 の 際の 特徴 と して ､ 限られ た条件下で しか適用できない とい う不便さがある｡ そ の 条
件とは､ 1)地表面が - 様 である ､ 2)周辺光効果は等 しい ア ル ピ ー ドが同心円状分布す る ､ 3)
- I -
多重散乱効果が柱状濃度 ( 光学的厚さ) だけに依存すると倣定 して い る ｡
実際の 状況 を反映させ た大気禰正 の アル ゴリズム には､ 4)B R D Fを入れる､ 5)地形効果を
入れる ､ などが必要 になるで あろう｡
当研 究室で ほ､ 大気補正 を研 究の 主要テ ー マ と して選択 し ､ 現存の ソフ トで は十分に考
慮され て いな い項目の うちか ら､ 1)周辺(潜 み)効果がも っ とも顕著な海岸線の 両端で地表 面
の ア ル ビ + ドが大きく変わる際の 効果､2)ライ ダ ー 観測等 の結果を有効に活か せる エ ア ロ ゾ
ル の 高度分布 を大気補正 に取り入れ るこ とを当面 の研究 の 目標と して い る｡ 特 に後者で は
多重散乱の 効果 を十分配慮す る ことが重要で ある｡
こ の ような背景か ら､ 今回の 研究会 は ､ 1) 周辺 効果 (渉み効果)､ 2) それに関連する現
秦(エ ア ロ ゾル の 光学特性 など)を中心テ ー マ と して開催 した｡ 1)に 関す る許演には雪が存在
する場合の廟辺効果の 研究､ AS T E R における大気補正効果 の禰正 手放､ 卿こ関す る研究 に
は G P Sを利用 した可降水量測定ネッ トワ ー ク の現状､ ｢み らい+ によ る海洋 エ ア ロ ゾル の
光学特性の 観測 ､ 等の 講演が含まれる ｡ また ､一 実際の観測例と して ､ 鹿児島桜島の 噴煙や
黄砂観測 の例 ､ 東京湾周辺 の海上 ､ 陸上で の エ ア ロ ゾル導出例 ､ 等が報告されて いる ｡
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